文学教材の比べ読みにおける有用性の検討 : 川村たかし『サーカスのライオン』と宮沢賢治『よだかの星』を例にして by Nakano, Toshimi
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 川村たかし『サーカスのライオン』は、小学校 3 年生の国語の教科書（東京書籍）に採録されて






















































































































   その夜ふけ……。だしぬけに、サイレンが鳴りだした。「火事だ。」と、どなる声がした。 
うとうとしていたじんざははね起きた。（中略）男の子のアパートのあたりが、ぼうっと赤い。
ライオンの体がぐうんと大きくなった。 













   じんざは力のかぎりほえた。 















56－    － 


























   五つの火の輪はめらめらともえていた。だが、くぐりぬけるライオンのすがたはなかった。
それでも、お客は一生けん命に手をたたいた。 




















校では、小学校 5 年生や 6 年生の文学教材として読まれている８。小学校高学年の教科書に採録さ










としなかったでしょう。（後略）                  （小学 1 年生・男子） 
 
 ・わたしも、何かで気もちがくじけそうなとき、よだかがどんな思いで、空にのぼっていったの
か思い出して、せ中をぴんとのばしてがんばって行こうと思います。 （小学 2 年生・女子） 
                       
 ・わたしたちの世の中のほんとうのしあわせはなにか。ほんとうのしあわせを考えることのたい


























[ You Tube版の『よだかの星』の本文] 
59－    －
[ You Tube版の『よだかの星』の画像(「よだか」が太陽に向かって飛行する場面)] 
[ You Tube版の『よだかの星』の画像(「よだか」が青い美しい光に包まれている場面] 
小学校３年生を対象にした比べ読みの場合、村上康成によって描かれた『よだかの星』の絵本で
あっても、You Tube 版の読み聞かせの『よだかの星』であっても、どちらも教材として適している。 
子ども達の読む学力に応じて、You Tube 版読み聞かせか絵本かを選択するとよいだろう。どちらも
多くの絵が挿入されていて、『よだかの星』を理解するのに役に立つ。 









































































かは、今でも美しい星となって燃え続けているのでした。        （下線＝引用者） 






























































































































































65－    － 
本稿は小学 3 年生を対象にして考察したために、比べて読む文学教材として、村上康成によって












1．2019 年 8 月 30 日～9 月 13 日の間、国立大学附属小学校 3 年 1 組（男子 17 名、女子 17 名）で実践した『サ
ーカスのライオン』の授業を参観させていただいた。 
2．『新編新しい国語教師用指導書』（東京書籍、2015 年、p.30） 
3．注 2 に同じ（p.30） 
4．『サーカスのライオン』の研究論文および実践報告が数少ない中で、永田麻詠「インクルーシブな国語科授
業の検討－「サーカスのライオン」の授業実践を手がかりに－」（『日本教科教育学会誌』第 40 巻第 1 号、日
本教科教育学会、2017 年）、白瀬浩司・白谷佳苗・平田莉恵・佐野叶恵『小学校国語科教材分析と授業実践事
例－『サーカスのライオン』・『ゆうすげ村の小さな旅館』・『はりねずみと金貨』の場合－』（『九州女子大学














に楽しさがある授業をめざして－「サーカスのライオン」の学習を通して－」（『学思会』、2010 年 3 月）、原
陽子・竹内元「つぶやきを拾う授業の構想に関する研究(1)「サーカスのライオン」の教材解釈を通して」（『宮
崎大学教育文化学部附属教育実践総合センター研究紀要』第 19 巻、2011 年）がある。これらの論考は「時」
に着目して場面を分けている。 
8．『国語 5 年下』（二葉、1958 年発行）。この他に『標準小学国語 6 下』（教育出版、1959 年発行）などがある。
66－    － 
中学校では主に三省堂・教育出版・学校図書等の中学校 1 年生の国語教科書に掲載されていた。 
9．大藤幹夫『賢治童話への子どもの視点－「よだかの星」を中心に－』（『学大国文』第 36 巻、大阪学芸大学
国語国文研究室、1993 年）、牛山恵『子どもが読む「よだかの星」－擬制を撃つ－』（『日本文学』第 52 巻第






12．注 11 に同じ（p.57） 宮沢賢治作・村上康成絵『よだかの星』（岩崎書店、2005 年 3 月） 
13．You Tube 版の『よだかの星』は、童話風の絵が多く組み込まれた約 7 分間の読み聞かせである点を考慮す
ると、授業に取り入れやすい教材であるといえる。  
https://www.youtube.com/watch?v=HscQTgqYYBY （2020 年 5 月 11 日確認済み） 
14．遠藤祐「ひとすじの物語－〈よだかの星〉はいかにして夜空にうまれたか－」（『学苑』第 750 号、昭和女
子大学、2003 年、p.7） 
15．中川すみ江「教材研究『よだかの星』－主体よみの立場から－」（『日本文学』第 12 巻第 4 号、日本文学協
会、1963 年、p.23） 
16．木村功「教科書教材を「読む」・宮沢賢治「よだかの星」論－「ある」ことから「なる」ことへ－」（『岡山
大学教育学部研究集録』第 126 号、岡山大学教育学部、2004 年、p.15） 
17．注 16 に同じ（pp.16—17） 
18．注 14 に同じ（p.21） 
19．牛山恵は、鷹がよだかに提示したおよそ鳥らしくない「市蔵」という名前の改名の強要は、よだかを鳥の
仲間から完全に追放しようとする目論見であると指摘している。（牛山恵『子どもが読む「よだかの星」－擬
制を撃つ－』（『日本文学』第 52 巻第 3 号、日本文学協会、2003 年、p.6） 
20．浜本純逸「複数教材で学習を支援する」（『現代教育科学』第 457 号、明治図書、1994 年 12 月、p.50） 
21．東京書籍の教科書の『サーカスのライオン』の西村達馬の挿絵には、「じんざ」が燃え盛る階段を駆け上が
る様子が描かれている。（『新編 新しい国語 三下』、2014 年 3 月検定済みの教科書） 
22．注 16 に同じ（pp.16—17） 
23．注 14 に同じ（p.7） 
 
   
【付記】  
 本稿で引用した画像は You Tube 版の『よだかの星』(「きっずちゅーぶ」による作成)から 
一部を引用している。  
 
本稿は、JSPS 科研費 20K13975 の助成を受けたものである。 
 記して、厚くお礼申し上げる。 
（宮崎大学） 
 
 
